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*：対話（dialogue）は、自由な雰囲気の中で、お互いの理解を深める／新たな意味づけを探すためのコミュニケーション。結論を出すことよりも、理解を深める

ことを重視。対して議論（discussion）は、関係者の合意形成や意思決定をするための話し合いであり、結論を決めることが重視される

2．各施策の進捗状況 (1/2)

各項目の進捗は以下の通り

今年度内に目指したい姿 進め方／進捗状況

◼ 2月病院訪問予定

➢ 3月着地見込の精緻化と対計画比の確認

➢ 次年度予算の作成状況の確認

⚫ 「予算必達」が前提

⚫ その中で、何に取り組み、どのような成果

を目指すのか

◼ 第4期（第5期）において、本部主導でマネジメントを

行う旨、及びそのコンセプト・スタンスが各病院に理

解されている状態

◼ 月次報告において／月次報告から派生して、本部か

ら計画との乖離を埋めるための取組み提案が主導

できる状態

◼ 医療政策課⇔本部間で、計画に対する進捗や課題

が（双方建設的に／対話的*に）共有される状態

◼ 県立病院機構の諸課題の解決に向けた検討会（仮称）

の優先テーマ、日程について検討中

◼ 病院からの情報開示が行われ、本部⇔病院間で、

計画に対する進捗や課題が（双方建設的に／対話

的*に）共有される状態

◼ 医事課スタッフの育成プログラム／期間案（対象者、

人事異動方針を含む）が作成され、次年度から実施

できる状態

◼ 現状工数の●％削減を図る

◼ 希望者の状況と今後の取組み予定を共有頂きたい（人

事課）

◼ 上半期業務実績の割愛を決定

①本部主導の

目的整理

⑩ナレッジシェア

仕組み検討

⑫医療政策課⇔本部の

コミュニケーション

⑪本部⇔病院間の

コミュニケーション

④事務スタッフの

キャリアラダー作成

⑨医療政策課への

報告資料簡素化

⑦経常／資金収支

デッドライン共有

◼ （計画達成は前提として）各病院がどの程度、支出抑

制を行わなければならないかが示されている状態

今期の資金ショートの回避、計画達成すべく、各病院の取組みの協議・進捗管理を通じて、本部主導のガバナンスを

実装していく機会とする
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2．各施策の進捗状況 (2/2)

各項目の進捗は以下の通り

③人員抑制の

仕組み作成

②病院に対する

業績評価

◼ 業績を評価する指標と、その結果による翌年度の対

応が定まっている状態

今年度内に目指したい姿 進め方／進捗状況

◼ （各病院における診療科継続の是非等も踏まえ）今後、

医師採用への本部の関わりを検討すべきか？

◼ 加えて、（医師以外も含めて）採用時の条件を設定？

➢ 採用による収益性維持／向上の蓋然性

➢ 既存人員での対応可能性

◼ 今後の検討について、次頁参照

◼ 各病院でコントロールできる要素／本来的にはコント

ロールできるが、院内では意思決定し辛い要素の整理

➢ 病院の意見も聞いた方が良いか？

◼ （毎月のモニタリングは継続）

◼ 病院採用も含めて、人員数が増加しない状態

⑤設備投資

マスタープラン作成

◼ BIツール作成済み

◼ 平準化させていく際の定性評価の指標を検討中

➢ MCHから共同購入に関する提案あり

➢ 高額なものを対象に、各病院の評価を確認

◼ 第4期・第5期における設備投資のマスタープランが

完成している状態

⑧共有化業務の

選定・実行

◼ 共有化の候補が選定され、共有化に向けた議論が

進んでいる状態

➢ 契約が絡まないものは次年度から実施？

◼ 給与・経理／支払い業務を中心に本部集約の方向性を

検討中

◼ 経営管理課にてRPA試行中




